
中森農産株式会社
代表取締役 中森 剛志@埼⽟県消費者⼤会

⾷料安全保障の確⽴を⽬指して



自己紹介

中森 剛志 （age 36）
Tsuyoshi Nakamori

中森農産株式会社 代表取締役
／CEO

東京農業⼤学 農学部 農学科 卒
東京⽣まれの⾮農家出⾝（新規参⼊
9年⽬、農業⼀筋15年以上）
⽇本農業に貢献すべく、学⽣起業
－ ⻘果流通業・飲⾷業を東京で展開
－ ⽇本の農業に⼀⽣を賭ける︕学⽣委員会、世界学⽣フォーラ

ムにて学⽣活動
⽇本スローフード協会 初代代表理事
⽇本バイオ作物ネットワーク 副理事⻑ (現職)

⼀般社団法⼈⽇本販売農業協同団体連合会 理事 
(現職)

国家ビジョン研究会 農業問題分科会副幹事 (現職)



中森農産 会社概要

設⽴
2017年2⽉

所在地
埼⽟県加須市⼾川797-1

従業員数
26名（平均年齢29歳）
グループ全体34名

資本⾦
315,005,000円
(資本準備⾦含む)

事業内容
農作物の⽣産・加⼯・販売
農作業の受託・事業承継
農業経営コンサルティング

主要株主



Ø 埼⽟・栃⽊・島根・⼭⼝にて計330haの⽔⽥を運営

Ø 後継者のいない農業法⼈を事業承継によって統合

Ø 独⾃AIシステムの開発やアカデミアとの連携でイノベーション
を起こす

Ø 2050年までに全国で10万ha規模の⽔⽥集約を⽬指す、
⽇本最⼤級の農業再編構想を推進中

地⽅創⽣と⾷料安全保障を同時確⽴
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各国の農業従事者の年齢構成（%）
３５歳未満 ３５〜４４歳 ４５〜５４歳 ５５〜６４歳 ６５歳以上

出典: 英仏独は、EUROSTAT(2022):農業に従事した世帯員 米は、米国農務省「センサス(2022)」:主に従事した世帯員 日は、
農林水産省「2020年世界農林業センサス」:基幹的農業従事者 

なぜ農業をやるのか︖
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経営理念・ビジョン

経営理念

農業がもたらす価値を最⼤化し
⼈々の⾷を守り抜く

ビジョン

⽇本農業の⽣産能⼒を⾼め
未来永劫継承する



⽶不⾜はなぜ起きたか︖



中森農産の強み（圧倒的な成⻑スピード）

〈作付⾯積推移（ha）〉

離農者の農地の受け⽫となり、

⽇本史上最速のスピードで農地を拡⼤
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中森農産の戦略（テラファームプロジェクト）

全国に拠点を展開しメガファームを構築

総量でのテラファームを⽬指す



中森農産の強み（信頼の⽀援体制）

資本・業務提携先 共同研究 等

急激な成⻑を⽀える、⼤⼿企業・ファンドからの⽀援

アカデミアとの共同研究による実⼒醸成

提携（公表ベース）



全国で事業承継を展開
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農事組合法人の事業承継①
【島根県江津市の事例概要】

• 中山間地/26ha/水稲・大豆・野

菜/雇用２名/組合員数約50名

• 組合長や理事の高齢化、管理人

材の不在

• 獣害や水害が発生する地域

【ポイント】

• 足掛け3年をかけた相互理解

• 行政の意欲的なサポート&連携

協定締結

• 地域行事、保全会等への

協力を明記した基本合意書を締結



農事組合法人の事業承継②

【栃木県野木町の事例概要】

• 平地/30ha/水稲・麦類・大豆/雇用１名/組合員数約15名

• 組合長の高齢化、管理人材の不在

• 基盤整備と集約が進んだ優良農地

【ポイント】

• 足掛け3年をかけた相互理解

• 組織内環境の整理

• 組合加入と代表理事就任

• 1年半の伴走支援



株式会社の事業承継③

【山口県山口市の事例概要】

• 中山間地/27ha/水稲・小麦・大豆/

雇用0名/ライスセンター所有

• 代表者の高齢化、経営不振

• 分散した農地

【ポイント】

• 個人資産への配慮

• オペレーター人材も派遣

• 新会社の設立

• 足掛け2年の承継内容協議



中森農産の戦略（戦略をささえるキーワード）

農業界初のリーディングカンパニー

オーガニック（有機） AI ソーラーシェアリング

1 23



中森農産の戦略（収益⼒のカギ）

有機のポテンシャル

Ø 政策”みどりの⾷
料システム戦
略”

Ø 付加価値最⼤
化・費⽤最⼩
化

Ø 部分抽出PLは
営業利益率
40%を達成

欧⽶を中⼼とした世界の有機市場は
１４%/年と急伸中

1

22兆円

44兆円

有機食品市場2035年予測

2025年 2035年



中森農産の戦略（収益⼒のカギ）

ソーラーシェアリングの重要性
“⾷料×エネルギー” 安全保証の要

Ø 異常気象に左右されない安
定収益・農場のエネルギーを
農場が⾃給体制

Ø 初期投資なく安定収益構造
へと⼤転換、実証圃にて達成
済み

Ø 政策”2050年までに再⽣可
能エネルギーを⽇本の主要電
源に”
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中森農産

⾏政

地権者

発電事業者

営農

設備投資・
発電・維持管理

上空部貸出
賃料/初
期費⽤⽀
払

リレーション

転⽤許可
助成⾦

譲渡



中森農産の戦略（急拡⼤をささえるカギ）

⽇々取得する農場のビックデータを活⽤し、
独⾃AIシステム基盤を実装

営農部

管理部

ほ場オペレーションデータ

経営管理データ

オープンデータ

農業⽣産総合
デジタルツイン
“TRAVIS”

⽣育シミュレータ

Data flow
3



中森農産の戦略（急拡⼤をささえるカギ）
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A I が⾃動で農場運営を最適化し、より収益性の⾼い⽣産計画を⽴案、
マネージャー⼈材の擁⽴が容易に



経営体制  － ビジネス×アカデミアによる強固な体制

友部 遼
CTO／博⼠
(農学 京都⼤学)

埼⽟⼤学 助教
⾼精度数値解析基盤の新スキー
ムを開発。数理モデルを組み合わ
せた数値解析と植物科学との異分
野融合により、資源植物の栽培育
種の⾼度化を⽬指す。⽣産性向
上に向けたAIも活⽤の次世代農
業⼿法開発を統括

⼭下 翔平
CFO

東京理科⼤学
経営学部卒

メガバンクにて、新規事業アライアンス
業務や組合専従に従事。⽇系⼤⼿
テック企業とJV2社の⽴ち上げ、サス
テナビリティ領域にて国内外⼤⼿企
業との新規事業共創や、ポリシーエン
ゲージメントなどに従事
当社では、テラファームプロジェクトにお
ける財務/法務・戦略策定を統括

北村 憲⼀
取締役／COO

⼀橋⼤学
商学部卒

財閥系総合商社にて、⼀貫して
コーポレート管理部⾨に従事。同
社アジア太洋州コーポレートユニット
派遣員⼈事部⻑を退任後、⾷料
安全保障への貢献を⽬指し中森
農産に参画
当社では⼤規模⽣産に伴う農業
経営のマネジメント⼿法構築・⾼度
化を統括

佐藤 康平
執⾏役員

明治⼤学
農学部卒

システムエンジニアとして、クライアント
のニーズに応じた開発を⼿掛けた後、
⽇本農業への⼀助となるべく中森農
産へ参画し、以降、埼⽟本拠地で
の急拡⼤をマネージャーとして推進
本年より、中国地⽅を拠点とし、テラ
ファームPJにおけるPMIや急速な多
拠点拡⼤を統括



100年に⼀度の危機を乗り越え、

⼈々の⾷を守り抜く︕


